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• 銀河の輝線比診断はISMの物理を解く上で重要な手法。
• スリットやファイバーで測定されるHα fluxにはDiffuse Ionized Gas (DIG) の
寄与が含まれている
• DIGはHII領域の外側に存在し、観測されるHα fluxの30-60%を占める。

• DIGとHII領域では物理状態や電離状態が異なるが、[NII] BPT上ではその
影響は見えない。

• DIGも合わせて理解しなければHII領域の物理を正しく知ることは出来ない。
• MOSDEFの完全なdatasetを使ってDIGの寄与(の変化)も含めて再評価する。

輝線比診断におけるDiffuse Ionized Gasの影響

[NII] BPT↗

High-z銀河はlocal銀河より
右上にオフセットしている。

原因：高い電離パラメタ、
固い電離スペクトル、高電
子密度、N/Oガス比の違い、
AGN等。

↑[SII] BPT

←R23 vs. O32

近傍と大きくは
変わらない。

Fig2. SDSS銀河の銀河の銀河の銀河の[SII] BPT

ΣSFRが大きいほど[SII]/Hαが小さくなる傾向。
ΣSFRはHα fluxへのDIGの寄与 (fDIG)と逆相関
するので、 ΣSFR大→fDIG小。

近傍と大きくは
変わらないか、
やや左寄り。

Higher Q �� Harder UV

大←ΣSFR→小

SDSS z~1.5 z~2.3

Log(ΣSFR) -1.93 -0.46 -0.03

fDIG 0.54 0.11 0.0

Fig4. MOSDEF銀河の銀河の銀河の銀河の[SII] BPT
(Fig1と異なるのは、比較する近傍データのΣSFR

をMOSDEFと揃えた点。)

近傍銀河よりも[SII]/Hαが右に来る
([NII]/Hαも同様)。
� high-zではharder ionizing spectrum

(電離パラメタの違い説を棄却)


